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あなたの声を生かします
～第２回市政に関する意識調査～

Photo ● こうかうた短歌・俳句大賞2018の大賞作品を書道パフォーマンスで作品に仕上げる水口東中学生・高校生書道部

今号のどこかに拙者が
隠れているでござる！

せっしゃせっしゃ

同じ色の
たぬきを
探してね！

広報

人がつどい、つながり、
オール甲賀の活動が
生まれるトコロ
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特          集

無料アプリ「マチイロ」で
スマホから甲賀市の情報をチェック！

1
No.325

1
2019
(平成31年)



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、平
成
31
年
の
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、市
民
の
皆
様
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
昨
年
10
月
末
で
丸
２
年
と
な
り
ま
し
た
。本
格
的
な
人
口
減
少
社

会
の
到
来
や
全
国
各
地
で
の
地
震
、豪
雨
災
害
の
頻
発
、さ
ら
に
は
経
済
・

社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、社
会
情
勢
が
大
き
く
変
わ
る
中
、市
長
と
い
う

重
責
を
お
預
か
り
し
、こ
れ
ま
で
２
年
間
、市
民
の
皆
様
の
活
動
の
場
に
寄
せ

て
い
た
だ
き
、お
声
を
伺
い
な
が
ら
全
力
で
走
り
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
昨
年
に
策
定
し
た
第
２
次
甲
賀
市
総
合
計
画
が
め
ざ
す
未
来
像
、『
あ

い
甲
賀　

い
つ
も
の
暮
ら
し
に「
し
あ
わ
せ
」を
感
じ
る
ま
ち
』の
実
現
に
向

け
て
は
、市
役
所
が
一
丸
と
な
っ
て
各
種
施
策
を
進
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
や
関
係
団
体
の
皆
様
、ま
た
事
業
者
の
皆
様
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
オ
ー
ル
甲
賀
の
取
り
組

み
が
大
変
重
要
で
す
。

　

今
春
に
は
、甲
賀
警
察
署
北
側
で
整
備
を
進
め
て
い
る「
甲
賀
市
ま
ち
づ

く
り
活
動
セ
ン
タ
ー
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。市
民
の
皆
様
が
つ
ど
い
、つ
な
が

り
、地
域
を
よ
く
し
た
い
と
い
う
願
い
が
確
か
な
形
に
な
る
よ
う
、ま
さ
に

オ
ー
ル
甲
賀
の
拠
点
と
し
て
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、甲
賀
市
は
、さ
ら
な
る
飛
躍
に
む
け
て
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
話
題

で
溢
れ
て
い
ま
す
。今
秋
に
は
、甲
賀
市
が
舞
台
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」の
放
映
が
始
ま
り
、さ
ら
に
来
年
２
０
２
０
年
は
、本
市
で

の
六
古
窯
サ
ミ
ッ
ト
開
催
、ま
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契

機
と
し
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
連
携
、２
０
２
１
年
は
全
国
植

樹
祭
開
催
な
ど
、絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
市
民
の
皆
様
の
幸
福
、豊
か
さ

に
結
び
つ
け
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
も
本
市
の
輝
く
未
来
に
向
け
た
取
り
組
み
に
全
力
で
突
き
進
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

新
春
の
門
出
に
あ
た
り
、市
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

あ
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

政策決定の過程を
明らかにする議会へ
甲賀市議会議長　林

はやし

田
だ

　久
ひ さ

充
み つ

飛躍の年に
甲賀市長　岩

い わ な が

永　裕
ひ ろ

貴
き

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、新
春
を
迎
え
、議
会
と
議
員
の
こ
れ
か
ら
の
あ
る
べ
き
姿
を
思
い
描

い
て
い
ま
す
。議
員
は
、身
近
な
地
域
の
代
表
で
も
あ
り
ま
す
が
、甲
賀
市
に

と
っ
て「
何
が
有
益
か
」を「
全
体
の
市
民
の
暮
ら
し
が
良
く
な
る
か
」、甲
賀

市
の
未
来
像
に
対
し
て
有
効
な「
手
を
打
つ
こ
と
」の
重
要
性
を
見
定
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。中
長
期
的
な
視
点
か
ら
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
具

体
化
す
る
た
め
に
、議
員
は「
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
べ
き
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、市
民
の
皆
様
に
対
し

て
、地
域
に
対
し
て
、行
政
に
対
し
て「
よ
り
良
き
方
法
」を
考
え
、制
度
設

計
や
予
算
化
に
知
恵
を
出
し
共
に
実
践
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。行
政
の

執
行
状
況
を
監
視
す
る
だ
け
で
な
く
、市
民
の
声
を
政
策
形
成
す
る
能
力

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。甲
賀
市
の「
課
題
の
発
見
」か
ら「
事
業
、制
度
の
実

施
」ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
議
論
し
、最
も
大
事
に
す
べ
き
方
向
性

と
論
点
を
共
有
し
た
う
え
で
、意
思
決
定
に
責
任
を
持
つ
議
会
に
な
る
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、物
事
が
決
ま
っ
て
い
く
過
程
を
、地
域

や
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
え
る
よ
う
に
さ
ら
な
る
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、人
口
減
少
社
会
は
、「
選
択
の
時
代
」「
維
持
管
理
の
時
代
」「
地
域

で
支
え
あ
う
時
代
」で
あ
り
、地
域
の
価
値
を
自
ら
見
出
し
、創
造
す
る
時

代
で
も
あ
り
ま
す
。人
々
の
知
恵
と
想
い
と
情
熱
を
結
集
す
る
た
め
に
、議

会
も「
市
民
参
加
」「
情
報
提
供
」の
取
り
組
み
を
進
め
、広
報
と
と
も
に
広

聴
活
動
に
力
を
入
れ
る
一
年
と
な
り
ま
す
。あ
ら
た
め
て
市
政
運
営
に
関
し

て
の
ご
意
見
、ご
提
案
等
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
も
、市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
議

員
一
同
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

謹 賀 新 年
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倉庫倉庫

印刷作業室印刷作業室

会議室会議室

和室和室 練習室練習室

多目的
トイレ
多目的
トイレ

女子
トイレ
女子
トイレ

男子
トイレ
男子
トイレ

エレ
ベータ
エレ
ベータ
メ
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス

エント
ランス
エント
ランス

エント
ランス
エント
ランス

キッチン
スペース
キッチン
スペース

まち・ふらっと
ふぉーむ

まち・ふらっと
ふぉーむ

授乳室授乳室

キッズスペースキッズスペース

事務室事務室
1F

相談
コーナー
相談
コーナー

2F

多目的室多目的室

活動室活動室

ロッカー室ロッカー室

であいテラスであいテラス多目的
トイレ
多目的
トイレ

エレ
ベータ
エレ
ベータ

女子
トイレ
女子
トイレ

男子
トイレ
男子
トイレ

　来春のオープンに向け「オール甲賀」によるまちづくりをさらに推進する ための拠点となる、まちづくり活動センターの整備を進めています。この 
施設は「市民が集い、学び合い、つながり合い、そこから新たなものが生 まれる場」として、市民の誰もが気軽に利用できるみんなの場所です。

であう
　ひととひととを結ぶ、地域とひとを

結ぶであいの場として、とっておきの

居心地のよいスペースとして、誰もが

気軽に集える、であい、交流の場を

めざします。

はじめる
　何からはじめていいかわからない、

活動のやり方や専門的なことがわか

らないなど、不安なことをお気軽にご

相談ください。

まなぶ
　ボランティアや市民活動、活動のス

テップアップを考えている方、いろいろ

な問題や課題を解決しようとする方な

ど、これから何かを始めようという「まな

び」のお手伝いをします。

つどう
　ボランティアや市民活動を行う人

たち、また、学生さんや子育て中の

ママ・パパなどが集まり、情報交換や

交流を深めるオープンスペースもあ

ります。

　まちづくり活動センター

は、市民活動団体や区・自治

会、自治振興会など、まちづ

くりを進めるためにだれもが

交流でき、気軽に利用できる

みんなの場所です。

人がつどい、つながり、　
オール甲賀の活動 が生まれるトコロ　

オール甲賀の活動が
生まれるトコロはココ

ガソリンスタンド

近江鉄道

郵便局

スーパー

甲賀市役所

甲賀合同庁舎前

水口税務署前

裁判所前

水口城南

城南

内貫橋北詰

甲賀警察署

滋賀県甲賀
合同庁舎

甲賀広域
行政組合
消防本部

つなぐ
　思いをカタチにするために個人と

市民活動団体、地域と関係機関など

を「つなぐ」橋渡しや活動のサポート

をします。

インターネッ
トなど通信

技術を

活用して地
域市民セン

ターと

ネットワー
クでつなが

ります

まちづくり

活動センター

ってどんなとこ
ろ？

約２００人が利用できます。
研修会、講演会、イベント
にも使えます。

簡単な調理
もできます。

団体所有のテントなど
大型の備品を保管する
倉庫もあります。

舞踊、着付、茶
道などの練習に
使用できます。

ダンスの練習のために鏡貼りに
なっています。また、防音なので
楽器の練習もできます。

市民活動団体等の備品をお
預かりします。１５６個のロッ
カーを用意しています。

資料の作成など事務作業に
利用できます。

市民活動団体等の相
談など、活動の応援を
します。

市民活動団体等
が情報交換に使
用するメールＢＯＸ

大型印刷やカラー印刷機、
紙折り機、製本機など資料
づくり等に利用できます。

飲食ＯＫの交流
スペースです。
キッズスペース
や授乳室もあり
ます。

本年5月
OPEN予定

● 問い合わせ ●　地域コミュニティ推進課　地域コミュニティ推進係　☎６９-２１１３　Ｆax６３-４５５４
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　まちづくりの主役は、
市民の皆さんです。こ
れからの時代、どうし
ても行政だけで全ての
地域課題を克服し、活気あ
ふれる地域づくりを進めていくことはで
きません。こうしたことから、市民や区・
自治会、自治振興会、市民活動団体、
事業者など多様な主体とともにオール甲
賀の取り組みを進めることが不可欠であ
ると考えています。
　現在、市内ではさまざまな市民活動を
展開していただいており、このことが元
気な甲賀市の原動力のひとつになってい
ます。
　今後、さらにまちづくりにかかわって
いただく市民の皆さんの裾野を広げ、す
でに活動いただいている方々が出会い、
つながり、そして新たな価値が生まれる、
そのような市民活動の拠点となるようま
ちづくり活動センターには大きな期待を
持っています。
　このセンターは、今までの公共施設の
イメージを変え、市民の誰もが立ち寄り、
そこで甲賀市のまちづくりの展開につい
て知っていだだき、気軽にまちづくりに
参画いただくことで皆さんの人生がより
豊かになるための玄関口になればと考え
ています。
　このセンターを中心に、市民活動につ
ながる情報を地域市民センター等へつ
なぎ、お近くの地域市民センター等で
も、同じような情報を手に入れることが
できるよう運営し、オール甲賀のまちづ
くりを展開していきます。

　市民の皆さんのご意見を今後のまちづくりに生かすため、市民の皆さんと市長が語り合う座談会を開催して
います。
　今回は、「市民活動が生まれるトコロ」と題して、2つのテーマで（仮称）まちづくりコア・ステーション運営
検討懇話会のメンバーに語っていただきました。

オール甲賀の座談会市長と語ろう岩永市長の

オール甲賀
へ一直線

市民のまちづくりへの参加を
活性化させるには

市民が集い交流することでつながり、
新たな連携や協働を生みだすには

　ボランティアだから「責任はない」、
「できなかったらやめる」のではなく、
市民の誰もが自分の役割に責任を
持ってまちづくりに参画することが大
切。「自分たちのまちは自分たちで創
る」という気持ちが大事。

　つながりや仲間を作
るためには、一人ずつ
に声かけを行い、事業
を手伝ってもらい、一
緒にすることで徐々に
仲間が増えていくと思
う。

　初めての子育てで不安を抱え、家にこ
もってしまう方の居場所作りをしている。
同じ悩みや不安を抱える方が集まる場を
まず作り、そこで助けてもらった喜びが
あると次に支える側になろうと思う。そし
て、その場が楽しかったり、面白かったり
すると活動は継続していく。

　市内には頑張っている女性が多い。地
域で頑張る女性たちと地域の課題が結
びついて、地縁団体などさまざまなとこ
ろと協働できるとよい。いろいろな立場
で、出会い・つながる場が持てればよいと
思う。

　団地ではみんなで協力して
何かを行うことは少ない。除草
作業だけで終わるのではなく、
災害に対しての勉強会をする
など、自分たちのまちについて
考える場があると良いと思う。

　市内には同じ分
野で活動している
グループがたくさ
んある。規模が小
さくても大きくて
もそれぞれの活動
を批判せず、認め
合う雰囲気づくり
が大切。

　まちづくり活動センターがで
きるので、そこを活かして何かで
きないかとワクワク感や楽しみ
ができた。障がい者も、高齢者
も、みんなが集える場になること
が大事。

　まちづくりで
一番大事なのは

“ 意 欲 ”だ と 思
う 。特 に 、リ ー
ダーになる人の
意欲が大切。

　市の市民協働提案制度のしくみを地域
でも取り入れて活用している。予算も材料
も保険も付けているので、しっかりと活動
ができる。また、市民も好きなことには参
画してくれる。「好きこそ物の上手なれ」を
十分活かしていければ、もっとみんなが参
加してくれる。

　困ったこと・悔しかったことがきっかけで、「何とかしたい」
「もしかしたら、このまちが変わるかも」と思ったから活
動を始めた。少しでも行動に移し、「まちが変わるかもしれ
ない」という可能性を見せることで、活動する人が増える
のではないかと思う。

 何か始めようとしたとき、市
民はどこに相談すればいい
か分からず、時間がたってし
まえばそんな気持ちもなく
なってしまう。大切な機会を
逃していることも多いのでは
ないか。
 市民が何か始めようと思っ
たときに、まず相談できると
ころがあればと思う。

　イベントを実施する時に目立って
やりたいと思う人がいたり、イベント
開催時には子どもを連れてきてくだ
さいと声をかけたり、おもしろさから
始めないと人は集まらない。まちづ
くりは、楽しさづくりが大事。

　地域での取り組みは幅
広いので、まずは自分の好
きなところや得意なところ
への参加でよい。敷居の低
さが大切だと思う。 　まずは、やってみるということが

重要。やってみて課題があればそ
の都度修正していくぐらいの気持
ちで取り組んでよいのでは。

● 問い合わせ ●　地域コミュニティ推進課　地域コミュニティ推進係　☎６９-２１１３　Ｆax６３-４５５４
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あ
な
た
の
声
を
生
か
し
ま
す

�

〜

第
２
回
市
政
に
関
す
る
意
識
調
査

～

　

市
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
の

皆
さ
ん
の
思
い
や
願
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

今
後
の
市
政
に
生
か
し
て
い
く
た
め
に
、昨
年
度
か
ら

「
市
政
に
関
す
る
意
識
調
査
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
と
な
る
今
年
度
の
調
査
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

調査のあらまし
◦調査期間◦　7月11日 ～ 25日
◦調査対象◦　市内在住の18歳以上の個人3,000人（無作為抽出）
◦調査方法◦　郵送配布・郵送回収またはインターネット回答
◦調査項目◦　 市への愛着、魅力、定住意向、暮らしの満足度、幸福度、市政への関

心、行政への満足度および施策の重要度、市民共生、市民自治等

　調査には、1,127件（37.6％）の回答をいただき、年代別の回答件数と割合は下表のとおり
です。前回は1,241件（41.4%）であり、114件減（3.8％減）となりました。
　また、今回から導入したインターネットによる回答は135件で有効回収数の12％となって
います。

表　年代別回答率
世 代 20歳代以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 不明・無回答

H30 件数 92 114 146 176 263 332 4
割 合 8.2% 10.1% 13.0% 15.6% 23.3% 29.5% 0.4%

H29 件数 92 130 167 172 303 371 6
割 合 7.4% 10.5% 13.5% 13.9% 24.4% 29.9% 0.5%

回答状況

主
な
調
査
結
果

※
百
分
率
は
、
少
数
点
第
２
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
が
1
0
0
％
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

1

2

3

「
愛
着
あ
り
」
が
８
割
超

６
割
が
「
ま
ち
の
魅
力
を

自
慢
で
き
る
」

約
７
割
が
「
暮
ら
し
に

幸
せ
を
感
じ
る
」

　
甲
賀
市
へ
の
愛
着
は
、「
ま
あ
ま
あ
愛
着

が
あ
る
」が
47
．5
％
で
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、「
愛
着
が
あ
る
」（
36
．3
％
）と

合
わ
せ
た『
愛
着
あ
り
』が
83
．8
％
で
前
回

（
84
．7
％
）よ
り
わ
ず
か
に
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
１
）

　
現
在
の
暮
ら
し
に
幸
せ
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
は
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
感

じ
る
」（
48
．6
％
）、「
そ
う
感
じ
る
」（
20
．

0
％
）を
合
わ
せ
る
と
、68
．6
％
で
、前
回

（
67
．3
％
）よ
り
わ
ず
か
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
３
）

　

甲
賀
市
の
魅
力
を
自
慢
で
き
る
か
は
、

「
ま
あ
ま
あ
自
慢
で
き
る
」が
47
．3
％
で

最
も
多
く
、「
自
慢
で
き
る
」（
13
．3
％
）と

合
わ
せ
る
と
、『
で
き
る
』が
60
．6
％
で
、前

回（
59
．3
％
）よ
り
わ
ず
か
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。（
図
２
）

愛着がある
（36.3％）
愛着がある
（36.3％）

愛着あり
（83.8％）
愛着あり
（83.8％）

愛着なし
（15.4％）
愛着なし
（15.4％）

まあまあ
愛着がある
（47.5％）

まあまあ
愛着がある
（47.5％）

あまり愛着がない
（11.5％）

愛着がない（3.9％）
不明・無回答（0.8％）

前回
との比較

H30

H29

愛着あり

83.8%

84.7%

愛着なし

15.4%

13.9%

住み続けたい
（63.7％）
住み続けたい
（63.7％）

住み続けたい
とは思わない
（6.0％）

どちらとも
いえない
（29.6％）

どちらとも
いえない
（29.6％）

不明・無回答（0.6％）

そう感じる
（20.0%）
そう感じる
（20.0%）

どちらかといえば
そう感じる
（48.6%）

どちらかといえば
そう感じる
（48.6%）

どちらとも
いえない
（21.9%）

どちらとも
いえない
（21.9%）

どちらかといえば
そう感じない
（5.1%）

感じない（3.4%）
不明・無回答（1.1%）

前回
との比較

H30

H29

感じる

68.6%

67.3%

感じない

8.4%

9.3%

自慢できる
（13.3%）
自慢できる
（13.3%）

できる
（60.6%）
できる
（60.6%）

できない
（38.0%）
できない
（38.0%）

まあまあ
自慢できる
（47.3%）

まあまあ
自慢できる
（47.3%）

あまり
自慢できない
（30.8%）

自慢できない
（7.2%）

不明・無回答（1.4%）

前回
との比較

H30

H29

できる

60.6%

59.3%

できない

38.0%

39.1%

図１　甲賀市に愛着があるか

図4　甲賀市への定住意向＜全体＞

図３　現在の暮らしに幸せを感じるか

図5　甲賀市への定住意向＜年代別＞

図２　甲賀市の魅力を自慢できるか

4
「
住
み
続
け
た
い
」
が
６
割
超

　
こ
れ
か
ら
も
甲
賀
市
に「
住
み
続
け

た
い
」と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
63
．7
％

で
最
も
多
く
、次
い
で
、「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」が
29
．6
％
と
な
っ
て
お
り
、

前
回
と
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
4
）

　
年
代
別
で
は
、す
べ
て
の
年
代
で「
住

み
続
け
た
い
」が
５
割
を
超
え
ま
し
た
。

特
に
、20
歳
代
以
下
で
は
前
回
の
29
．

3
％
か
ら
20
．7
％
増
加
し
、50
．0
%

に
伸
び
て
い
ま
す
。（
図
5
）

50.050.0

29.329.3

16.316.3 32.632.6

14.114.1 55.455.4

57.957.9

56.256.2

8.88.8 33.333.3

10.810.8 33.133.1
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55.755.7

7.57.5 41.141.1

7.27.2 37.137.1

54.554.5

57.057.0

6.36.3 39.239.2

4.14.1 39.039.0

70.370.3

68.368.3

4.94.9 24.724.7

3.63.6 27.127.1

1.1

20 歳代以下

30 歳代

40 歳代

50 歳代

60 歳代

70 歳以上

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

住み続けたい 　　住み続けたいとは思わない

どちらともいえない 　　不明・無回答

1.1

75.375.3

78.278.2

2.42.4 21.421.4

2.72.7 17.817.8
1.3

1.0

0.9

H30

H29

H30
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H30
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H30

H29

H30

H29
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★

%
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これからのまちづくりに向けて
　調査では、「暮らしの満足度」と「これからのまちづくりの重要度」も調査項目としました。
　これらの結果を指標化し、どのような施策で市民の皆さんのニーズが高いかを、次のように関係図として整
理しました。（図６）
　関係図では、「重要度：高」で「満足度：低」の右下の領域が、「重要だと考えるが、満足していない」ニーズの
高い領域となります。調査結果では最もニーズが高いのが、昨年度と同じく「道路・交通」です。順に「行財政」や

「都市形成」もニーズが高い項目となっており、重要度が最も高い「安全・防災」は前回調査から順位を上げて
います。

高

←

満
足
度

→
低

低 ← 重要度 → 高

重要度：高
満足度：高

重要度：低
満足度：高

重要度：低
満足度：低

重要度：高
満足度：低

市全体

①市民自治
②市民共生

③男女共同参画 ④シティセールス

⑤環境・景観

⑥歴史・文化財

⑦生涯学習・
　文化・スポーツ

⑧資源・
　エネルギー ⑨地域福祉

⑩保健・医療

⑪住まい・生活

⑫安全・防災

⑬農林畜水産
⑭商工観光

⑮活躍・雇用

⑯道路・交通

⑰子ども・
　子育て

⑱学校教育、青少年

⑲都市形成

⑳行財政

①市民自治
②市民共生

③男女共同参画 ④シティセールス

⑤環境・景観

⑥歴史・文化財

⑦生涯学習・
　文化・スポーツ

⑧資源・
　エネルギー ⑨地域福祉

⑩保健・医療

⑪住まい・生活

⑫安全・防災

⑬農林畜水産
⑭商工観光

⑮活躍・雇用

⑯道路・交通

⑰子ども・
　子育て

⑱学校教育、青少年

⑲都市形成

⑳行財政

図６　重要度と満足度の関係図

● 問い合わせ ●　
秘書広報課　広報広聴係　☎６９-２１０１　Ｆax６３-４６１９

　市民の皆さんのニーズは、お住まいの地域や年齢等の属性に
よっても違いがあることから、地域・年齢別等でのニーズを分析し、
魅力あるオール甲賀のまちづくりに向け、市が実施する事業や制
度の基礎的な資料として活用していきます。
　調査にご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。
※「市政に関する意識調査」の報告書は、各地域市民センターおよび図書館で閲覧

いただけます。また、市ホームページにも掲載しています。

子どもたちの健やかな成長のために
  市内の小中学生のために、たくさんの方から多大なる支援をいただきました。

梨
な し

田
だ

昌
ま さ

孝
た か

氏を囲むチャリティゴルフコンペ

甲賀・湖南市チャリティーゴルフ大会

▲梨田昌孝さん（右）と山下教育長（左）

▲ 甲賀市・湖南市チャリティーゴルフ大会実行委員会澤田
実行委員長（右）と城山中学校　北村校長（左）

▲水口中学校駅伝チームの皆さん

　ダイヤモンド滋賀カントリークラブ主催の「梨田昌孝氏を囲むチャリティ
ゴルフコンペ」が11月15日、同ゴルフ場で開催され、収益金など１１６万３千
円を当市へ寄付いただきました。
　この大会は、梨田昌孝さんが、スポーツを通して青少年育成のためにと
提案したもので、今年で17回目を迎えます。
　いただいた浄財は、子どもたちの健やかな成長のために、大切に使わせ
ていただきます。

　「第42回甲賀・湖南チャリティーゴルフ大会」が12月7日、
名神竜王カントリー倶楽部で開催されました。
　この大会は「育てよう、励まそう、若い力と情熱を」をキャッ
チフレーズに毎年開催され、チャリティー基金からバスケット
ボール60個を市立６中学校と県立水口東中学校へ寄贈いた
だきました。
　体育や部活動など子どもたちの健康増進のために、大切に
使わせていただきます。

　
水
口
中
学
校
の
女
子
駅
伝
チ
ー

ム
は
、11
月
16
日
に
開
か
れ
た
県
大

会
で
優
勝
し
、全
国
大
会
へ
の
切
符

を
得
ま
し
た
。５
年
連
続
９
回
目
の

出
場
で
す
。

　

全
国
大
会
を

前
に
12
月
3
日

に
は
、全
国
大
会

出
場
壮
行
会
が

市
役
所
で
開
か

れ
、選
手
、監
督
、

岩
永
市
長
な
ど

関
係
者
約
40
人

が
出
席
し
ま
し

た
。

　

水
口
中
学
校

の
中な

か

部べ

遥は
る
か

主
将

は「
市
民
の
皆
さ

ん
の
応
援
を
力

に
、全
力
で
走
り

た
い
」と
力
強
く

意
気
込
み
を
述

べ
、岩
永
市
長
か
ら
は「
自
己
ベ
ス

ト
を
め
ざ
し
て
、多
く
の
人
に
感
動

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
走
り
を
見

せ
て
く
だ
さ
い
」と
エ
ー
ル
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

水
口
中
の
女
子
駅
伝
チ
ー
ム

全
国
大
会
へ
出
場

　
第
26
回
全
国
中
学
校
駅
伝
大
会
が
12
月
16
日
、滋
賀
県
希
望
が
丘
文
化
公

園
で
開
催
さ
れ
、水
口
中
学
校
の
女
子
駅
伝
チ
ー
ム
が
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。
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皆み
な

さ
ん
の
ご
意い

見け
ん

を
募ぼ

集し
ゅ
う

し
ま
す

�

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）

❶�

新
市
建
設
計
画
の
変
更
（
案
）

　
新
市
建
設
計
画
は
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

的
な
方
針
と
し
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
特
例
債
が
活
用
で
き
る
期
間
を
延
長
す
る
法
改

正
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、計
画
期
間
を
平
成
36
年
度

ま
で
５
年
延
長
す
る
た
め
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

【
意
見
募
集
期
間
】

　
１
月
１
日（
火・祝
）～
30
日（
水
）

●
問
い
合
わ
せ・提
出
先
●

　
政
策
推
進
課　
オ
ー
ル
甲
賀
推
進
室

　
〒
５
２
８‐８
５
０
２　
水
口
町
水
口
６
０
５
３
番
地

　
☎
６
９‐２
１
０
６　
Ｆax
６
３‐４
５
５
４

　
koka10041000@

city.koka.lg.jp

❷�

第
２
次
甲
賀
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

　
将
来
に
わ
た
り
、
上
水
道
を
持
続
可
能
な
事
業
と
し

て
運
営
し
て
い
く
た
め
、
今
後
10
年
間
で
取
り
組
む
べ

き
事
項
・
方
向
性
を
示
す
こ
と
を
目
的
に
「
第
２
次
甲

賀
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

【
意
見
募
集
期
間
】

　
１
月
７
日（
月
）～
２
月
６
日（
水
）

●
問
い
合
わ
せ・提
出
先
●

　
上
水
道
課　
維
持
係

　
〒
５
２
８‐８
５
０
２　
水
口
町
水
口
６
０
５
３
番
地

　
☎
６
９‐２
２
２
７　
Ｆax
６
９‐２
２
９
５

　

koka10432000@
city.koka.lg.jp

【
意
見
を
提
出
で
き
る
方
】

　
各
政
策
等
に
関
し
、意
見
等
を
提

出
す
る
意
思
を
有
す
る
個
人
お
よ

び
法
人
、そ
の
他
の
団
体

【
意
見
の
提
出
方
法
】

　
意
見
書
（
閲
覧
場
所
に
て
取
得

可
能
）
に
記
入
の
う
え
、
各
閲
覧

場
所
へ
持
参
・
郵
送
・
フ
ァッ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
公
表
の
方
法
】

　
各
担
当
課
、
旧
支
所
で
あ
る
土

山
、
甲
賀
大
原
、
甲
南
第
一
、
信

楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
閲
覧

な
ら
び
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
あ
い

コ
ム
こ
う
か
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
へ

の
掲
載

（
開
庁
日
の
8
時
30
分
～
17
時
15
分

の
み
閲
覧
可
能
）

【
意
見
の
取
り
扱
い
】

　
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は

住
所
、
個
人
情
報
を
除
き
、
回
答

と
あ
わ
せ
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
ま
す
。
な
お
、
ご
意
見
等

を
提
出
さ

れ
た
方
へ

の
個
別
の

回
答
は
し

ま
せ
ん
。

information

　
平
成
31
年
4
月
1
日
、公
立
甲
賀
病
院
組
合

が
地
方
独
立
行
政
法
人
公
立
甲
賀
病
院
を
設
立

す
る
予
定
で
す
。地
方
独
立
行
政
法
人
法
の
規

定
に
よ
り
、法
人
が
承
継
す
る
資
産
お
よ
び
負

債
に
関
す
る
書
類
を
公
立
甲
賀
病
院
内
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。次
の
と
お
り
債
権
者
向
け
公

告
文
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、関
係
者
の
方
は

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
異
議
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

　
1
月
4
日（
金
）～
2
月
5
日（
火
）

　
※
土
日
祝
は
除
く

■
受
付
時
間

　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

公
立
甲
賀
病
院
組
合

債
権
者
向
け

�

公
告
文
を
公
開

●
問
い
合
わ
せ
●

　
公
立
甲
賀
病
院
組
合

　
総
務
課
ま
た
は
地
方
独
立
行
政
法
人
移
行
準
備
室

　
水
口
町
松
尾
1
2
5
6
番
地

　
☎
6
2‐0
2
3
4（
代
）　 

Ｆax
6
3‐0
5
8
8

　

 

公
告
文
は
公
立
甲
賀
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
ＨＰhttp://w

w
w
.kohka-hp.or.jp/

適て
き

正せ
い

な
選せ

ん

挙き
ょ

事じ

務む

に
向む

け
て

信し
ん

頼ら
い

回か
い

復ふ
く

に
向む

け
て

　
今
回
の
再
発
防
止
委
員
会
で
は
、
次
の
2
つ
の
事
項

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

①
不
適
正
処
理
の
概
要
に
つ
い
て

　
甲
賀
市
お
よ
び
甲
賀
市
選
挙
管
理
委
員
会
が
調
査

を
委
託
し
て
い
た
弁
護
士
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の

内
容
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

②
最
終
報
告
に
つ
い
て

　
再
発
防
止
委
員
会
か
ら
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提
出
す

る
最
終
報
告
（
選
挙
事
務
に
係
る
不
適
正
処
理
に
関
す

る
検
証
お
よ
び
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
）
の
内
容
に
つ

い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

●
再
発
防
止
委
員
会
で
の
主
な
意
見

◦ 

今
回
の
よ
う
な
事
案
は
、
甲
賀
市
だ
け
な
く
、
全
国

ど
こ
の
自
治
体
で
も
起
こ
り
え
る
こ
と
で
あ
る
。
最

終
報
告
は
他
の
自
治
体
の
関
係
者
が
他
人
事
で
は
な

い
と
思
え
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
ほ
う
が
良
い
。

◦ 

次
年
度
に
は
統
一
地
方
選
挙
、
参
議
院
議
員
選
挙

が
あ
る
。
最
終
報
告
を
受
け
て
市
と
し
て
次
回
の
選

挙
に
ど
の
よ
う
に
臨
む
か
を
で
き
る
だ
け
早
い
段
階

で
考
え
て
ほ
し
い
。

◦ 

今
回
の
事
案
で
は
、
選
挙
事
務
に
携
わ
っ
て
い
た
特

定
の
従
事
者
に
責
任
と
事
務
が
集
中
す
る
な
ど
、
過

酷
な
勤
務
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
は
、
そ

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
体
制

を
と
っ
て
い
く
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
今
後
の
再
発
防
止

委
員
会
で
は
、
最
終

報
告
で
あ
る
答
申
の

完
成
に
向
け
て
、
最

終
調
整
が
行
わ
れ
ま

す
。

　11 月８日に開催された甲賀市議会臨時会にお
いて「字の区域及び名称変更につき議決を求め
ることについて」が議決されました。
　それに伴い、３月１日から水口町三大寺の一部
区域が『水口町三本柳』に名称が変わります。

字の名称変更となる対象
◦ 水口町三大寺
　　字三本柳、字下川原の全部地域
◦ 水口町三大寺
　 　字外川原、字川原、字川原口、字清水、  

　字前田の一部地域

　変更の対象となる地番一覧および位置図等の
詳細事項については、市ホームページに掲載し
ているほか、下記で閲覧が可能です。

　
12
月
13
日
に
第
6
回
甲
賀
市
選
挙
事
務
不
適
正
処
理
再
発
防
止
委
員
会
（
以
下
「
再
発
防
止
委
員
会
」
と
い
い

ま
す
。）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
●

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　
☎
6
9‐2
2
6
0　

 

Ｆax
6
3‐4
0
8
6

● 問い合わせ ●　
総務課　総務統計係　☎６９‐２１２０　 Ｆax６３‐４０８６

水口町三大寺の一部区域

字の区域と名称が
� 変わります

▲第6回再発防止委員会の様子

12［No.325］2019.1.1［No.325］2019.1.113



嘱託職員（保育士・幼稚園教諭）
月額雇用 パート雇用

勤務場所 市立保育園・幼稚園・水口子育て支援センター
雇用期間 ４月１日～平成３２年３月３１日

資格 平成３１年４月１日現在で保育士資格または幼稚園教諭免許を有する者（見込み含む）
勤務時間 7時30分～19時のうち7時間45分 募集要項をご覧ください。

申込期間 1月10日（木）～23日（水）の執務時間中（8時30分～17時15分）
※募集要項は9日（水）に市ホームページに掲載予定

面接日 1月下旬～2月上旬（面接日時は申込時に指定）

臨時職員
月額雇用 パート雇用

職種

●一般事務員　●作業員（道路・公園管理）
●看護師（市立保育園等）
●保健師　●保育園調理員　●用務員
●医療関係（ヘルパー・事務職員等）等

●調理員　●配送員
●用務員（勤務場所：市立保育園・幼稚園）
●保育支援員

雇用期間 4月1日～9月30日（6カ月の更新の可能性あり）

申込期間 1月15日（火）～25日（金）の執務時間中（8時30分～17時15分）
※募集の一覧表を11日（金）に市ホームページに掲載予定

面接日 1月下旬～2月上旬（面接日時は申込時に指定）

嘱託・臨時職員を募集します募集

こうかまちかど特派員

特派員のペ ジ
まちかど

中
な か じ ま

島　香
かおり

忍
者
も
歩
い
た
古
道
を
散
策

　

当
日
は
30
名
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
り
、
中
に

は
ロ
シ
ア
人
の
忍
術
研
究
者
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の

研
修
生
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
10
時
に
か
ふ
か
生
涯
学
習

館
を
出
発
し
、
古
道
よ
り
里
山
散
策
を
開
始
。

　

途
中
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
薬
草
や
野
草
の
紹
介

や
古
い
み
ち
し
る
べ
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
、
写
真
を
撮
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

忍
者
も
通
っ
た
で
あ
ろ
う
古
道
を
歩
き
、
忍

者
が
い
た
そ
の
昔
に
想
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

古
道
を
抜
け
て
し
ば
ら
く
行
き
、
今
度
は
大

久
保
の
楽ら

っ

花か

園え
ん

へ
と
登
り
ま
し
た
。

　
険
し
い
道
の
り
を
歩
い
て
き
た
こ
と
も
忘
れ
る

く
ら
い
、
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
気
持
ち
よ
か
っ

た
で
す
。

　
こ
こ
で
は
、
役え

ん
の
ぎ
ょ
う
し
ゃ

行
者
の
石
仏
の
解
説
や
忍
者

が
ど
う
や
っ
て
距
離
や
時
間
や
方
角
を
測
っ
た
か

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

美
味
し
い
昼
食
と

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

　

昼
食
に
は
、
猪
汁
と
炊
き
込
み
ご
飯
が
振
る

舞
わ
れ
、
あ
ま
り
食
べ
る
こ
と
が
な
い
猪
肉
を
皆

さ
ん
美
味
し
く
食
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
の
後

は
、
折
り
紙

の
手
裏
剣
作

り
や
手
裏
剣

の
的
当
て
ゲ
ー

ム
、
忍
者
〇
×

ク
イ
ズ
な
ど
で

大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

地
域
の
生
活
に
根
付
く
生
水

　

最
後
に
大
久
保
の
生し

ょ
う

水ず

群
の
見
学
を
し
ま

し
た
。

　
昔
か
ら
あ
る
生
水
は
今
も
畑
の
水
や
り
や
野
菜

を
洗
っ
た
り
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い
て
、
地
域
の

人
々
の
生
活
に
根
付
い
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

　

私
自
身
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
ま
だ
3
年
な

の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
地
域
の
よ
さ

が
あ
る
こ
と
を
感
じ
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ

た
１
日
で
し
た
。

自
然
豊
か
な
里
山
が
残
る
・
大
原

　

私
が
暮
ら
す
甲
賀
町
大
原
地
域
に
は
自
然
豊
か
な
里
山
が
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は

11
月
4
日
に
開
催
さ
れ
た
S
A
T
O
Y
A
M
A
＋
（
さ
と
や
ま
プ
ラ
ス
）
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
甲
賀

忍
者
里
山
を
行
く
」
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▲熱心に説明を聞く参加者

▼手裏剣作りの様子

▲古いみちしるべ

▼▶里山の野草や薬草

▶
大
久
保
の
生
水

�

短
歌�

◦
一
般
の
部

　

早
苗
田
を
煌
め
き
渡
る
五
月
風

�

飯
道
山
よ
り
春
を
運
び
来

�

山や
ま
も
と本

美よ
し

子こ（
甲
賀
市
甲
南
町
）

◦
小
学
生
の
部

　

か
ん
ぴ
ょ
う
干
し

　
　
　

夏
の
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら

�

白
く
か
が
や
く
滝
の
そ
よ
風

�

伊い

東と
う

美み

沙さ

紀き（
希
望
ケ
丘
小　
６
年
）

◦
中
学
生
の
部

　

教
室
の
窓
を
あ
け
た
ら
秋
が
来
た

�

真
っ
赤
に
染
ま
る
飯
道
山
に

�

西に
し
む
ら村

春は
る

人と（
水
口
中　
２
年
）

�
俳
句�

◦
一
般
の
部

　

櫟
野
寺
を
訪
う
て
安
ら
ぐ
秋
日
和

�

池い
け
た
に谷

百も

も

よ
々
代（
湖
南
市
）

◦
小
学
生
の
部

　

水
口
城
周
り
に
桜
さ
き
ほ
こ
る

�

村む
ら

田た

瑛え
り

香か（
綾
野
小　
５
年
）

◦
中
学
生
の
部

　

秋
風
や
甲
賀
の
山
々
赤
に
染
め

�

松ま
つ
む
ら村

尚し
ょ
う（

水
口
東
中　
３
年
）

　

全
て
の
入
賞
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
●
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
文
化
振
興
係　
☎
6
2‐2
6
2
6　

Ｆax
6
2‐2
6
2
5

入
賞
作
品

決
定

こうかうた
短歌俳句
大賞２０１８

▲ 入賞作品表彰式での書道  
パフォーマンス

● 問い合わせ ●（月額雇用）人事課　人事係　☎６９-２１２２　Ｆax６３-４０８６
　　　　　　　（パート雇用）保育幼稚園課　管理係　☎６９-２180　Ｆax６9-2298

● 問い合わせ ●保育幼稚園課　管理係　☎69-2180　Ｆax69-2298　SATOYAMA＋は、 甲
賀市地域人材活性化事業
受講者による団体です。大
久保里山再生委員会活動を
発展的に受け継ぎながら、
かふか夢の森周辺を活動
拠点に、地域資源の活用、
持続可能な社会の構築をめ
ざし、自然と人、地域と世
界、人と人をつなぐ活動を
しています。

　
「
甲
賀
の
み
ど
こ
ろ
」と「
大
切
な
人
へ
の
思
い
」を
テ
ー
マ
に
短
歌
と
俳
句
を
募
集
し

た「
こ
う
か
う
た
短
歌
俳
句
大
賞
２
０
１
８
」の
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
県
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
短
歌
部
門
１
５
３
７
首
、俳
句
部
門
２
０
６
４
句
の
中

か
ら
、各
部
門
15
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
賞
作
品
と
受
賞
者

　
大
賞
作
品
は
、水
口
東
中・高
等
学
校
書
道
部
の
皆
さ
ん
に
、書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
展
示
室
で
１
月
20
日（
日
）ま
で

展
示
し
て
い
ま
す
。（
月
曜
休
館
）

（
敬
称
略
）
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げん
き元気なまちかどげん
き元気なまちかどげん
き元気なまちかどげん
き元気なまちかど

和太鼓や吹奏楽でおもてなし
～新名神高速道路開通10周年記念イベント～
　新名神高速道路の開通10周年を記念したイベ
ントが11月25日、土山サービスエリア（土山SA）
にぎわい広場で開催されました。
　このイベントでは新名神高速道路開通10周年
の歩みとして、建設工事の様子や工業・観光分野
の新名神高速道路がもたらした成果などがパネ
ル展示で紹介されました。
　ステージでは、和太鼓六友会や小佐治すいりょ
う太鼓による力強い和太鼓の響きや土山中学校
吹奏楽部による心地よい演奏が訪れた観光客ら

をもてなしました。
　パネル展示「新名神高速道
路10周年の歩み」は２月末まで
土山SAでご覧いただけます。
◀ 心地よい演奏で訪れた観光客を楽しま

せる土山中学校吹奏楽部の部員ら

子どもたちが本物に触れる機会を

起業をめざす若者の夢を応援

～夢の学習「茶道教室」～

～ここどりKOKA×KONAN　DREAM～

　夢の学習「茶道教室」が12月1日、甲
こう

賀
か

匠
たくみ

の里
さと

で開催され、この日に向けて市内の陶芸家杉
すぎもと

本
貞
さだみつ

光さんから茶碗11個が寄贈されました。
　この日は、裏千家教授の一

いちみやそ う

宮宗祥
しょう

さんをはじ
め、茶道教室「宗祥会」の方を講師に、保育園児や
小学生、保護者など６人が杉本さんから贈られた
茶碗を使い、茶道に挑戦しました。
　講師の一宮さんは「子どもの頃からこの素晴ら
しい器のような本物に触れられることは、大変あ

りがたい」と感謝の気持
ちを述べ、参加した児童
は「きれいな器でお茶を
いただくことができてう
れしい」と話しました。

　甲賀市・湖南市と水口青年会議所、両市商工会青年部で構成され
る甲賀湖南平成若者「郡

ぐんちゅうそう

中惣」による「ここどりKOKA×KONAN　
DREAM～あなたの夢、叶えるビジネスコンテスト～」が11月25日、碧
水ホールで開催されました。
　この取り組みは、両市で起業をめざす若者が地域でなりわいを起こす
気持ちを高め、可能性を広げることを目的に行われました。
　当日は応募者14組のうち、書類選考を通過した６人が、それぞれ５分
間で自らの事業計画を発表し、地域資源活用のアイデアや実現の可能
性などを競いました。
　来場者60人と特別審査員の投票の結果、湖南市の窪

くぼ

田
た

匡
まさ

希
き

さんが
グランプリ
に輝きまし
た。

グランプリ　窪
く ぼ

田
た

匡
ま さ

希
き

さん

　里山に自生するツルグミの
木の枝を煎じる健康茶「NIN-
CHA」

甲賀市長賞　野
の

口
ぐ ち

かおるさん

　地域で採れる原材料で作る
地産地消コスメ

湖南市長賞　長
な が

砂
す な

伸
し ん

也
や

さん

　地域の子どもたちが自分の
「好き」を見つけ探求できる
学び舎、コ・スタディルーム

▲ 杉本さんから贈られた器でお茶
を習う児童ら

◀出場者・来場者・特別審査員の皆さん

■バレエの魅力やバレエをするうえで
一番大切にしていることは？
　バレエは、レッスンも楽しいです
が、舞台の上でスポットライトを浴
びると、自分だけの世界を作れま
す。その世界の中で自分自身が輝
けることが魅力です。
　バレエをするうえでは、毎日の練
習で基礎をしっかり意識してやること
や先生のアドバイスに対して考えて取
り組むことを一番大切にしています。
■�プロのバレエダンサーをめざす１０代ダン
サーの登竜門と言われるローザンヌ国際
バレエコンクールに出場する意気込みは？

　今回のローザンヌでのコンクー
ルは、自分がまさかその舞台に立

てるとは思わなかったぐらい、小さ
い時からの憧れの舞台です。 先生
からも高い評価をいただいているつ
ま先まで魅せるきれいさや上半身の
動きを武器に、海外の審査員にも楽
しんで踊っているところを見せたい
です。
■今後の目標は？

　私の踊りは全体的にゆっくりなの
で、踊りの中に強さやメリハリをつ
けて表 現できるようになりたいで
す。また、日本より海外の方が学べ
ることが多いと思うので、今後はフ
ランスやモナコでオーディションを
受け、海外のバレエ学校で挑戦した
いです。

であい

こうか
憧れの舞台で
楽しく踊る

　今回は、２月にスイスで行われるローザンヌ国際バレエコンクールのセミファ
イナルに出場決定した山田れんさんにお話を伺いました。また、４月にニュー
ヨークで開催されるユースアメリカグランプリ２０１９ニューヨークファイナルへ
も出場権を獲得しています。

水口中学校３年　きたむらバレエスタジオ　山
や ま

田
だ

　れん さん

▲舞台上でつま先まで魅せる踊りをする山田さん

　毎年２月１１日・１２日の２日間、
観菩提寺では、「正月堂の修正会」

（三重県指定無形民俗文化財）が
開催されます。１１日には、大きな
餅や鬼の頭をかたどった節

せ く

句盛
も り

をはじめ、栗の木の３つの
枝に半紙を巻き紅白の水引きで結んだ衣

き ぬ ま き

巻や、桜の木に
餅をつけた成

な り

花
ば な

などの供え物を持って「エットー、エットー」
の掛け声で地域を練り歩きます。１２日には達

だ っ

陀
た ん

と呼ばれる
珍しい宗教儀式などが執り行われます。

　旧正月である２月１日に、正月を祝ってい
た時代から現在まで、百年以上続く伝統あ
る亀山の名物行事です。
　当日は、旧東海道である商店街に、屋台な
どが立ち並び、さまざまなイベントが行われ、
毎年大勢の
人でにぎわ
います。
　亀山の冬
の風物詩に
ぜひお越し
ください。

◦と 　  き◦２月１１日（月・祝）・１２日（火）
◦と こ ろ ◦ 観菩提寺（伊賀市島ヶ原１３４９番地）
◦アクセス◦ ＪＲ「島ヶ原駅」から北へ徒歩約２０分
◦問い合わせ◦ 伊賀上野観光協会島ヶ原支部　☎0595-59-2501  

 伊賀市教育委員会文化財課　☎0595-22-9678

◦と 　 き◦ １月26日（土）、27日（日）  
10時～16時（一部イベントを除く）

◦と こ ろ◦ 三重県亀山市東町、本町商店街周辺
◦アクセス◦ ＪＲ亀山駅下車北へ徒歩約10分  

名阪国道「亀山ＩＣ」より車で約10分
◦問い合わせ◦ 亀山大市実行委員会  

☎0595-82-1331

情報交流広場

伊賀市

亀山市となりまち

い こ か
伊賀に春を呼ぶ伝統行事
～正月堂の修

しゅ

正
しょう

会
え

～

北勢名物 亀山大市
～100年以上続く冬の名物行事～
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多少にかかわらず、毎年１月１日
現在の所有しているものについて
申告をする必要があります。
申告が必要な人（個人・法人）●

◦１月１日現在、市内で会社や個人
で工場や商店を経営している人
や、駐車場やアパートなどを貸
し付けている人で、償却資産を
所有している人

◦１月１日現在、市内に事業用の資
産を所有している人（その資産
の貸主を含む）

提出期限 ●１月３１日（木）
問 提 税務課　資産税係
☎６９−２１２９　Ｆax６３−４５７４

　特定の産業に雇用される労働者
に適用される特定（産業別）最低
賃金が改定されました。
　詳しくは下記まで
問 滋賀労働局賃金室
☎０７７−５２２−６６５４
東近江労働基準監督署
☎０７４８−２２−０３９４
滋賀労働局ホームページ
https://jsite.mhlw.go.jp/shiga-roudoukyoku/

　市では、市税や使用料などのお
支払いに口座振替への切り替えを
すすめています。

【便利】納期ごとに市役所や金融機関
へ行って支払う必要がなくなりま
す。一度、口座振替の手続きをする
と翌年以降も自動継続されます。

【安全】現金を持ち歩く必要があり
ません。

【確実】納め忘れがなく、通帳の記
載内容から支払履歴が確認で
きます。

手続き方法 ● 市内各金融機関に備
え付けの口座振替申込書に必
要事項を記入し、通帳のお届印
を押印後、振替を希望される金
融機関の窓口へ直接お申し込
みください。  
通常、翌月以降から振替開始と
なります。

取扱金融機関 ● 滋賀銀行、関西アー
バン銀行、甲賀農業協同組合、
湖東信用金庫、滋賀県信用組
合、京都銀行、近畿労働金庫、グ
リーン近江農業協同組合、滋賀
県民信用組合、ゆうちょ銀行

問 税務課　収納推進係
☎６９−２１３０　Ｆax６３−４５７４

　固定資産税では土地・家屋のほ
か、償却資産（外構、機械、器具、
備品、太陽光発電施設などの事
業用資産）も課税対象となります。
　償却資産の所有者は、資産の

　一般外科疾患に対する外科治
療を実施しています。局所麻酔・
腰椎麻酔で対応可能な範囲でヘ
ルニア手術、肛門疾患、皮膚疾
患や外傷に対する診断治療を行っ
ています。
受付日時 ● 第２・４木曜日１３時～１５時
問 信楽中央病院
☎８２－０２４９　Ｆax８２－３０６０

　

　弁護士・司法書士・社会福祉
士・社会保険労務士・行政などの
専門職による無料相談会です。
日時 ●１月２６日（土）１３時３０分～１６時３０分
場所 ● 湖南市保健センター  

　 （湖南市夏見５８８番地）
※予約不要・相談無料
※手話通訳が必要な方は、事前に

下記までご連絡ください。
問 甲賀・湖南成年後見センター
　ぱんじー（甲南第一地域市民セ

ンター別館２階）
☎８６−６１６１　Ｆax８６−６１９９

償却資産（固定資産税）の
申告

お
知
ら
せ

 業36年 まごころこめてお手伝い

 賀ペット葬儀社

 南市夏見　心塔
お迎え・火葬・納骨供養 年中無休

 本ペットランド

 12 -46-12  

7

甲賀消防ニュース みんなの交通安全
（甲賀警察署）

火災 救急 救助 その他
甲賀市 33件 3,472件 49件 516件
前年比 −27件 315件 −9件 306件

甲賀消防管内における各種災害の発生件数

１月26日は「文化財防火デー」です。 

　「文化財防火デー」は、昭和24年１月26日に奈良県の法
隆寺金堂壁画が火災により焼損したことをきっかけに、文
化庁と消防庁が定めました。
　甲賀消防本部・消防署では、この文化財防火デーを中心
に、毎年１月23日から29日まで、文化財を火災、震災その
他の災害から守るため、文化財関係者や市民の文化財愛
護に関する意識の高揚を図ることを目的に「文化財防火運
動」を実施します。
　日本の文化財建造物の多くが木造で、美術工芸品など
も木や紙、布などの燃えやすい材質で造られているもの
が多く、常に火災による焼損の危険にさらされています。
　市民共有の財産であり将来に継承すべき貴重な文化財
を、火災などの災害から守るためには、文化財関係者だけ
でなく地域住民の皆さんの協力が必要です。この機会に
身近にある文化財に目を向け、地域ぐるみで守りましょう。

冬期における交通事故防止

　冬期は降雪などにより路面状況が急変します。
　雪が降っていなくても風通しの良い橋上や陸橋、トン
ネルの出入口付近は路面が凍結しやすく大変危険です。
　凍結路面や圧雪路面ではブレーキをかけてから停止
するまでの距離が長くなりますので、車間距離を十分
に取り、急ブレーキ、急ハンドルなど「急」のつく運転
は控えましょう。
　また、車で出かける前には交通情報を確認すると
ともに
◦スタッドレスタイヤの装着
◦タイヤチェーン、スコップなどの積載
　など事前準備を確実にしておきましょう。

市内における交通（人身）事故発生状況
本年 前年 増減数 11 月中

発生件数 222 件 236 件 −14 件 30 件
死者数 3 人 5 人 −2 人 0 人

負傷者数 278 人 281 人 −3 人 39 人
（平成30年11月末現在）

（平成30年11月末現在）
● 問い合わせ ●甲賀広域行政組合　消防本部　通信指令課
☎62-0119　Ｆax62-3666　 fd-tsushin@koka-koiki.jp
組合ホームページ　http://www.koka-koiki.jp

● 問い合わせ ●生活環境課　防犯交通対策係　
☎69-2143　Ｆax63-4582

● 問い合わせ ●すこやか支援課　健康増進係
☎６９‐２１６８　Ｆax６３‐４０８５

ご存
ぞ ん

知
じ

ですか？
「世

せ

界
か い

に一
ひ と

つだけの体
た い

操
そ う

」
　この体操は、甲賀市スポーツ推進委員が考案したオリジナルの体操です。「世界に一つだ
けの花」の音楽に合わせて、忍者やたぬきなどのポーズを取り入れて楽しみながら体をほぐ
します。立ってする体操と、イスに座ってする体操の2種類あります。

健康
推進員
だより

　健康推進員が行っている地域での活
動や研修会、ウォーキング時にも準備
体操や整理体操に取り入れて、皆さん
に広めています。地域の運動会やミニ
サークルに取り入れてみませんか。
　ＤＶＤが作成されています。あなたの
地域の健康推進員にお声かけください。

▲背中を丸めずバンザーイ

　ふだんから元気にからだを動かすことで、糖尿病・心臓病・
脳卒中・がん・ロコモ（＊）・うつ・認知症などになるリスクを
さげることができます。
　今より１０分多く毎日体を動かして健康寿命を延ばしましょう。
＊ ロコモ（ロコモティブシンドローム）…骨や関節の病気、筋力の低下、

バランス能力の低下などで転倒、骨折しやすくなり、介護が必要となる
危険性が高い状態のこと。

今年こそ

＋１０
プラス・

テン

10分多
く体を

動かしま
しよう

膝を曲げたり伸ばしたりしながら、狸の腹づつみ

太ももとお尻の
筋肉を鍛えます。
立ち上がりが楽
になります。

たぬきポーズ＋屈伸体操の一例

太ももとお尻
の筋肉を意識
しましょう

ポイント 効能

健康
メモ

特定（産業別）最低賃金
改定

お
知
ら
せ

外科外来を実施
信楽中央病院

お
知
ら
せ

高齢者・障がい者なんで
も相談会

相
談

口座振替の登録は
お済みですか

お
知
ら
せ

　国が運営するオンラインサービス「マイナポータル」で児童手当
の各種手続きを自宅のパソコンなどから行うことができるようになり
ました。
　利用には、マイナンバーカード・インターネットに接続できるパ
ソコンまたはマイナンバーカードに対応したスマートフォンやカード
リーダが必要です。
　詳しくは、マイナポータルホームページ（https://myna.go.jp/）まで

問 子育て政策課　子育て政策係
☎69−2176　Ｆax69−2298

パソコンやスマートフォンから
児童手当の電子申請がスタート

お
知
ら
せ

PickUp
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のまど
「広報こうか」がホームページでもご覧いただけます 甲賀市をもっと好きになるアプリ

甲賀市ホームページ 甲賀市 検 索 無料アプリ「マチイロ」 甲賀市 検 索甲賀市facebook 甲賀市information

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール 

㈱ 水 口 福 祉 社
本社 甲賀市水口町高塚

あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

を行い、記入された調査票の回
収や点検・整理などを行います。

対象 ● 守秘義務を遵守できる市内
在住２０歳以上の方（警察、税務、
選挙業務に直接関係のない方。
暴力団員でない方、または暴力団
員と密接な関わりがない方。）

申込方法 ● 登録申請書を提出いた
だき、面談を行います。

※登録申請書は、総務課で配布ま
たは市ホームページからダウン
ロードできます。

問 申 総務課　総務統計係
☎６９−２１２０　Ｆax６３−４０８６

土山、甲賀大原、甲南第一、信
楽地域市民センターで配布ま
たは市ホームページからダウン
ロードできます。

問 申 選挙管理委員会事務局（市役
所３階　総務課内）

〒528-8502 水口町水口６０５３
☎６９−２２６０　Ｆax６３−４０８６

業務内容 ● 調査対象である世帯や
事業所などに、「調査票」を配布
するとともに、調査票に正しく記
入していただけるよう、統計調
査の趣旨や内容について説明

　ストレッチとちょっとした運動
で肩こりや腰痛を予防・解消しま
しょう。
日時 ● 2月8日～22日、毎週金曜

日、10時～11時（全3回）
場所 ● 甲南Ｂ＆Ｇ海洋センター  

アリーナ2階
指導 ● 甲賀市スポーツ指導員
対象 ● 市内在住・在勤・在学の18歳

以上の方(高校生不可)
定員 ● 先着10人
参加費 ● 900円（保険料含む）
申込締切 ● 2月1日（金）
申込み先 ● 水口体育館・甲南Ｂ＆Ｇ

海洋センター・信楽体育館・文化
スポーツ振興課

問 水口体育館　☎ Ｆax62−9589

応募資格 ● 甲賀市の選挙人名簿に
登録されており、特定の候補者
と直接利害関係のない人

従事時間 ●８時３０分～２０時
従事場所 ● 市内の各期日前投票所

のうち希望する場所
報酬 ● 国の定める基準による額
　（交通費は支給しません。源泉所

得税を控除します。）
応募方法 ● 登録申請書に必要事項

を記入のうえ、持参または郵送
で右記まで

　（持参の場合、受付時間は、平日
の8時30分～17時15分まで。）

※「登録申請書」は、選挙管理委員
会事務局のほか、旧支所である

　農地を所有されている農家の皆
さんを対象に、市民農園開設の
お手伝いをします。農地の所有者
さんは遊休農地等を使用し、「農
園利用方式」により開設します。
利用者はその農地でレクリエー
ション等の営利以外の目的で農作
業を楽しんでいただきます。農作
業を楽しむという生きがいが遊休
農地の有効活用につながり、地域
の美化や活気へと向かうことを目
的とした事業です。（農地を利用
したいという方も募集します。）
　詳しくは下記または市ホーム
ページまで
問 農業振興課　農政係
☎69−2192　Ｆax63−4592

　市では、中高生の修学旅行等の
民泊による受け入れをしています。
　座談会形式で受入家庭の方と
話ができる交流会を開催します。
日時 ●１月２６日（土）１４時３０分～１６時
場所 ● サントピア水口レストラン曳山
対象 ● 市内在住で、民泊に興味を

お持ちの方
定員 ● 約５０人
参加費 ● 300円（軽食あり）
申込方法 ● 電話で下記まで
申込締切 ●１月18日（金）
問 申 甲賀市都市農村交流推進協議会
☎６９−２１９２　Ｆax６３−４５９２

日時 ●１月１６日（水）１４時～１５時３０分
場所 ● 信楽保健センター ２階
定員 ● 約２０人
参加費 ● 無料
申込方法 ● 電話・ＦＡＸ・直接下記まで
申込締切 ●１月１１日（金）
問 申 信楽中央病院
☎８２−０２４９　Ｆax８２−３０６０

　夏のインターンシップを始める
ための心構えや、ポイントなどを
学びます。
日時 ●１月２８日（月）１４時～１５時
場所 ● 市役所　別館１０１会議室
講師 ●（株）廣

こ う

済
さ い

堂
ど う

　川
か わ

崎
さ き

幸
こ う

治
じ

氏
対象 ● 市内の企業・事業所
定員 ● 先着５０人
申込締切 ●１月２１日（月）
問 申 商工労政課　商工労政係
☎６９−２１８８　Ｆax６３−４０８７

日時 ●２月２日（土）１３時３０分～１６時
場所 ● 水口社会福祉センター
内容 ● 高齢者・障がい者の権利擁

護支援について学ぶセミナー
申込締切 ●１月２５日（金）まで
問 申 甲賀・湖南成年後見センター

　ぱんじー
☎８６−６１６１　Ｆax８６−６１９９

　いつでも・誰でも始められるミ
ニミニ講座について今年の受講
者の皆さんと一緒に振り返り、受
講をきっかけにサークル活動を始
めた方のお話を聞きます。
日時 ●１月１２日（土）１０時～１２時
場所 ● 岩上地域市民センター
講師 ● 岩上自治振興会　生涯学習・

健康づくり部会　治
じ

武
む

俊
と し

明
あ き

さん
定員 ● 先着２０人程度
参加費 ●３００円（クッキー、お茶代）
申込方法 ● 各地域市民センターに

備え付けの申込チラシに必要
事項を記入のうえ、下記まで。

申込締切 ●１月10日（木）
問 申 地域コミュニティ推進課
地域コミュニティ推進係
☎６９−２１１３　Ｆax６３−４５５４
岩上地域市民センター
☎Ｆax６２−７０５２

日時 ●１月１３日（日）１０時～１２時
場所 ●くすり学習館　
定員 ● 親子２０組（４０人）
参加費 ● 無料
申込方法 ● 直接・電話・ＦＡＸで下記まで
※ＦＡＸの場合、住所、氏名（保護者・

児童）、連絡先電話番号を明記
申込締切 ●１月１１日（金）
問 申 くすり学習館　　
☎88−8110　Ｆax70−3694

インターンシップの可能性とは？
インターンシップ普及セミナー

催
し

第７７回�信楽中央病院
健康塾「脂質異常」
脂は摂らないほうがいい？

催
し

みんなでつくろう！　
笑顔あふれるまちづくり
市民向け権利擁護セミナー

催
し

甲賀まちづくりサロン
「地域社会は人材の宝庫」

催
し

『親子ものつくり教室』
第２回　発泡入浴剤つくり

催
し

らくらくストレッチ教室
受講生

募
集

市民農園を
ひらきませんか

募
集

もっとゆたかに　～人権保障のとりくみ～

生まれてくる子が
しあわせを感じられるために

　新しい命の誕生は数々の奇跡の上に成り立ち、そして生まれた赤ちゃ
んはその命を精一杯に生きています。
　市では、赤ちゃんを望んでいる方の支援を行うとともに、妊娠 ･ 出
産 ･ 子育てに安心を届けられるよう、母子健康手帳を受けとられたと
きから、面接や訪問を通した相談の機会を設けています。また、まも
なくお母さん ･ お父さんとなるプレママ ･ プレパパにむけた教室や、
出産後には赤ちゃんと一緒に参加できる教室やサロンなどを開催して
います。
　一人ひとりの命は尊厳と重みがあり他に代わるものはありません。妊
娠・出産・子育ての心配ごとを分けあい、支えあい、安心感をもって
いただくことは、生まれてくる命を守り、大切にすることにつながります。
　このように市では、すべての子どもたちが生まれる前から安心して育
ち、大人も子どもも、いつもの暮らしにしあわせを感じられるまちをめ
ざしています。

● 問い合わせ ●　 すこやか支援課　母子保健係　☎６９‐２１６９　 Ｆax６３‐４０８５ 
人権推進課　人権政策係　　　☎６９‐２１４８　 Ｆax６３‐４５５４

期日前投票所の
投票立会人に登録を

募
集

民泊の受入家庭と座談会
「こうか田舎体験交流会」

募
集

甲賀市登録統計調査員募
集
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年
の
は
じ
め
、
市
内
で
は
、
多
く
の

地
域
で
山
の
神
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

水
口
町
宇う

っ

田た

で
も
、
毎
年
１
月
３
日
の

早
朝
、
隣
接
す
る
植う

え

と
と
も
に
「
山や

ま

の

口く
ち

」
と
呼
ば
れ
る
山
の
神
祭
り
を
伝
承

し
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
山
の
口
は
「
年
寄
講
」
を
中

心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
寄
講
は
、
宇

田
に
住
む
年
長
の
男
性
15
人
か
ら
な
る

組
織
で
、
山
の
口
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
年
寄
講
で
す
が
、
時
代
の
変
化
の
な

か
で
、
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
あ
と

に
は
、
代
々
引
き
継
が
れ
て
き
た
大
量

の
記
録
（
文
書
や
冊
子
な
ど
）
が
残
さ

れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
宇
田
郷
土
史
会
で
は
、
年
寄

講
に
つ
い
て
の
調
査
を
進
め
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
の
会
は
、
宇
田
に
住
む
有
志
の

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
年
寄

講
に
関
係
す
る
記
録
の
目
録
作
成
な
ど
、

地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
強
い
関
心
を

も
ち
、
楽
し
く
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
姿
が
印
象
的
で
す
。
ま
た
、
調

査
が
進
む
に
つ
れ
て
、
年
寄
講
の
歴
史

的
な
変
遷
が
明
ら
か
に
な
る
な
ど
、
成

果
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
宇
田
郷
土
史
会
の
活
動
が
、
今
後
ど

の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
る
の
か
、
注
目

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
自
分
た
ち
で

調
べ
る
こ
と
は
、
そ
の
地
域
の
こ
と
を
よ

り
深
く
理
解
し
、
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
地
域
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
資
料
を
紐
解
い
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲ 目録作成に没頭する宇田郷土史会のメンバー
　（写真：宇田郷土史会提供）

●
問
い
合
わ
せ
●

　
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

　
☎
6
2‐7
1
4
1　

Ｆax
6
3‐4
7
3
7

地
域
の
歴
史
を
、

�

地
域
で
調
べ
る

〜
宇
田
郷
土
史
会
に
よ
る

�
「
年と

し

寄よ
り

講こ
う

」
調
査
〜

甲こ
う

賀か

の
文ぶ

ん

化か

財ざ
い

歴史

● 応募先 ●　〒528-8502　水口町水口6053番地
甲賀市役所　秘書広報課　広報広聴係
☎６９‐２１０１　Ｆax６３‐４６１９　 koka10040200@city.koka.lg.jp

こうかの
魅力発見！ 子どもクロスワード

1 2 3

4

B

5 6

7

C

８

A
９ 10

11

E

12

D

　Ａ～Ｅに当てはまる文字を順番につなげた言葉
が答えです。
　答えが分かったら、郵便はがき・ＦＡＸ・Ｅメー
ルで①答え②住所③氏名④学年⑤広報こうかの
感想を書いて秘書広報課まで送ってください。締
切は１月１８日（金）です。正解者の中から抽選で
５人にプレゼントをお送りします。お楽しみに。 

ヨコのカギ
１　 ローザンヌ国際○○○コンクールに出場決定した  

山田れんさん（ヒント：Ｐ１７）
５　 信楽伝統産業会館企画展「女性達の○○○の展」は１月

２７日まで（ヒント：Ｐ２４）
７　白くてしょっぱい調味料
９　 ○○○に一つだけの体操で楽しみながら体をほぐそう

（ヒント：Ｐ１８）
１１　○○づくり活動センター来春オープン（ヒント：Ｐ２）
１２　甲南第一地域市民センターがあります　甲南町○○

タテのカギ
２　すぐに照れる人　照○○
３　水口中の女子○○伝チームが全国大会出場（ヒント：Ｐ１１）
４　宇田郷土史会が調査しているのは「◯◯寄講」（ヒント：P22）
６　お正月には甲賀町小佐治の○○を食べる
８　おめでたい意味の食べ物が入った○○○料理
１０　今年の干支は○○しし　

１２月１日号の
答えは

「クリスマス」
でした。

甲賀市役所　〒５２８-８５０２ 甲賀市水口町水口６０５３番地  
☎０７４８-６５-０６５０　Ｆax０７４８-６３-４086
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

甲賀市ホームページ 
http://www.city.koka.lg.jp/

甲賀市 facebook ページ 
http://www.facebook.com/city.koka

市HP Facebook

「 広 報 こ う か 」が ホ ー ム ペ ー ジ で も ご 覧 い た だ け ま す

編集・発行

行政情報番組
「きらめきこうか」

市政情報や地域の催しなどを放映して
います。ぜひご覧ください。

【１日８回放送】
9時30分・１３時・１５時３０分・１７時 
１８時３０分・２０時３０分・２２時・２３時３０分
※きらめきこうか手話ダイジェストを毎日１９時

から放送しています。（１日・１６日更新）

学習情報番組
「とびだせ！わくわく学習室」

小学生を対象にした学習情報番組を、あいコム
こうか１１チャンネルで放送しています。
各学年・教科のポイントを、わかりやすく１０分
ずつまとめています。ぜひご覧ください。

【時間】１７時３０分～１８時（３０分）
　　　（再放送　１９時３０分～２０時）

放送日 １２月３１日～１月６日 １月７日～１月１３日 １月１４日～１月２０日

①10分
１年生・こくご 1- ① ４年生・算数 4- ② ３年生・国語 3- ④

わたしのはっけん
しらせたいな わり算の筆算 修飾語のはたらき

②10分 ５年生・算数 5- ② ２年生・国語 2- ① ５年生・算数 5- ④
合同な図形 かんさつ名人になろう 四角形と三角形の面積

③10分 ４年生・国語 4- ① ３年生・算数 3- ① ６年生・理科 6- ③
新聞をつくろう 割り算 電気とわたしたちのくらし

１月１日～１月５日 １月５日～１月１２日

内容
[ 新春番組 ]
市長・議長

新年のあいさつ
ほか

[ 特集 ]
櫟野寺

～平安の秘仏　　
　　　特別公開～

※「特集」では広報こうかに掲載した記事を詳しく紹介します。
※番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により

番組内容を変更する場合があります。
問 秘書広報課　広報広聴係　☎６９‐２１０１　Ｆax６３‐４６１９

問 学校教育課　学務係　☎６9-2243　Ｆax69-2293

あいコムこうか
光テレビ

※ご視聴にはあいコムこうか
光テレビ11チャンネルの有
料契約が必要となります。

番組ガイド

広報こうか 
平成３1年（２０１9年）1月１日　Ｎｏ．３25　２０１８．1．１発行
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甲賀市の人口の推移
 Ｈ３０．11．３0現在
● 総数   91,028 （−51）人
● 男   45,418 （−42）人
● 女   45,610 （−9）人
● 世帯数   35,440（−4）世帯

※（　）内は前月比

働
は た ら

くならやっぱり甲
こ う

賀
か

このコーナーでは、働き方改革に率先して取り組む市内企業・
事業所・団体のイクボスを紹介します。

有限会社ロッシュ・ジャパン
統括部長
志
し

田
だ

�健
け ん

治
じ

�さん

　
社
員
の
心
身
の
健
康
へ
の
配
慮

や
、
子
育
て
中
の
社
員
が
よ
り

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
考
え
、
イ
ク
ボ
ス
宣

言
を
し
ま
し
た
。

　
宣
言
後
は
、
人
員
配
置
や
勤

務
シ
フ
ト
を
工
夫
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
残
業
を
減
ら
し
、
定
時
退

社
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
が
体
調
不
良
の
と
き

は
同
伴
で
の
出
勤
を
認
め
、
常
駐
の

看
護
師
が
い
つ
で
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
男
性

の
育
児
休
業
取
得
を
奨
励
し
、
取
得

実
績
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、

時
差
出
勤
制
度
の
導
入
や
、
運
動
会

や
学
校
行
事
の
際
に
確
実
に
休
み
を

取
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
社

員
が
精
神
的
・
時
間
的
に
余
裕
を
も

つ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
新
し
い
ア

イ
デ
ア
な
ど
の
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
お
客
様
か
ら
、「
職

員
の
言
葉
遣
い
が
丁
寧
で
あ
る
」「
説

明
が
分
か
り
や
す
い
」
な
ど
の
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
社
員
の
幸
福
度
ア
ッ
プ
の

た
め
に
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進

め
、
お
客
様
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社
員
か
ら
一
言

　
教
育
や
指
導
の
際
も
ス
タ
ッ
フ
の

気
持
ち
を
尊
重
し
、
い
つ
も
職
場
の

雰
囲
気
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
優
し
い

イ
ク
ボ
ス
で
す
。

マイナちゃんからのお知らせ
マイナンバーカードで各種証明書
がコンビニで取得できます。（取得
できる証明書はご確認ください。）

● 問い合わせ ●  市民課　☎６９‐２１３８　Ｆax６５‐６３３８

1月の延長窓口は�8日、15日、22日、29日です。
　毎週火曜日は市役所市民課で、戸籍・住民票・税証明などの
証明書発行、印鑑登録等を19時まで行っています。
※ ただし、延長窓口ではお受けできない業務がありますので、対応

できる内容については右記までお問い合わせください。

イ
ク
ボ
ス
と
は

職
場
で
共
に
働
く
部
下
の
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
応
援
し
な
が
ら
、

組
織
の
業
績
も
結
果
を
出
し
つ
つ
、
自
ら
も
仕
事
と
私

生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
る
上
司
の
こ
と
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
●

　
商
工
労
政
課　
女
性
活
躍
推
進
室

　
☎
６
９‐２
１
８
9　

Ｆax
６
３‐４
０
８
７

今月のイクボス

▲有限会社ロッシュ・ジャパンの皆さん
自

然
保

護
の

た
め

、
こ

の
広

報
紙

は
再

生
紙

お
よ

び
石

油
系

成
分

の
少

な
い

植
物

油
性

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

広
報
こ
う
か
¦1

月１
日

号［
Ｎ

o．３
25］ 

２０１
9．1．１

発
行

1
2
月
15

日
号
は
４
p
  に

い
た

で
ご

ざ
る

！
 

日に

本ほ

ん

遺い

産さ

ん

を
巡め

ぐ

る

～
き
っ
と
恋
す
る
六ろ

っ

古こ

窯よ

う

～
編

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
六
古
窯
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る 

文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

　
琵
琶
湖
は
、
甲
賀
市
の
南
方
に
あ
っ
た
湖
が
、
約

4
0
0
万
年
か
ら
40
万
年
前
に
か
け
て
徐
々
に
北

上
し
、
現
在
の
位
置
に
移
動
し
て
で
き
ま
し
た
。
そ

の
過
程
で
で
き
た
地
層
が
「
古
琵
琶
湖
層
」
で
す
。

　
信
楽
焼
に
使
わ
れ
て
い
る
良
質
な
粘
土
は
、
こ
の

古
琵
琶
湖
層
か
ら
採
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
信
楽
焼
は

古
代
か
ら
の
恵
み
の
産
物
で
あ
る
と
言
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信楽伝統産業会館

常設展示

信楽焼７５０年の歴史
信楽焼の伝統技術と名工の作品展
　中世から現在に至る様々な表情を持つ信楽焼の歴史を
ご覧いただけます。

現在開催中　企画展　女性たちのやきもの展

◦出展◦女性陶芸グループ
◦日時◦1月27日（日）まで（木曜休館）
　　　　 9時～17時

● 問い合わせ ●　信楽伝統産業会館
☎82-2345　Ｆax82-2551
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